
大規模特定河川事業〈氾濫危険区域河道掘削〉 【淀川水系木津川】 （三重県）

よどがわ きづがわ

木津川

位置図

木津川の上林・上神戸工区においては、固定堰である三郷井堰、新田井堰、岩鼻井堰が河積を阻害しており、平成24年の台風17号による出水では、
床上浸水４戸、床下浸水15戸の大きな被害が発生している。

このため、補助事業により河道掘削及び堰改築等を集中的に実施し、早期に地域の安全性の向上を図る。

【全体計画】
河川名 ：一級河川淀川水系木津川
事業内容 ：河道掘削、護岸、堰改築
全体事業費：約32.0億円
事業期間 ：R2～R11
施工地 ：伊賀市

事業実施のイメージ
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浸水戸数

神戸地区市民センター

岩鼻井堰撤去予定

国道422号

上林

上神戸

②

：H24.9降雨浸水範
囲

松之本井堰（改修済)

北川

②

H24.9浸水状況

①

H24.9浸水状況

Ｈ24.9台風17号被害状況
床上浸水：4戸
床下浸水：15戸

三郷井堰撤去予定

新田井堰撤去予定

①

堰改築
予定位置

平面図

出屋敷川

神戸保育所

【洪水氾濫対策】木津川上流における河川対策（府県管理河川）
三重県
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【実施内容】
＜町並川＞
・河床掘削（約0.13㎞）
・地下バイパス水路（約0.74㎞）

【洪水氾濫対策】木津川上流における河川対策（府県管理河川）

【取組内容】：河川改修
【場所】：奈良県宇陀市榛原区萩原地内

【現状の課題】
県管理河川において堤防や護岸の一部未整備、また横断構造物等により流下能力が不足してい

る区間がある。町並川においては川沿いに近世末頃の歴史的な町並みが形成されており、河道拡
幅による河川改修が困難な状況にある。

事業実施のイメージ

奈良県

【効果】
榛原区榛原地内の浸水被害が解消

被害状況

平成4年8月豪雨
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【実施内容】
＜木津川、服部川、柘植川＞
・河道掘削（約3.2㎞）
・引堤（約0.7㎞）、橋梁延伸（1橋）他

【洪水氾濫対策】木津川上流における河川対策（直轄管理河川）

【取組内容】：上野遊水地事業
【場所】：三重県伊賀市東高倉地区 他

【現状の課題】
上野盆地の常習的な浸水被害に鑑み、その浸水域540ha（昭和28年台風13号）のうち、約250haの
区域を遊水地とし、川上ダムとあわせて狭窄部（岩倉峡）への流入量を抑制しつつ、河道掘削等
の河川改修を行う事で上野地域の治水安全度を向上を図る。

木津川上流
河川事務所

【効果】
・整備計画対象である昭和28年台風13号洪水を安全に流下させる。

《上野遊水地事業》

引堤

築堤（無堤部解消)

狭窄部（岩倉峡）

橋梁延伸

河道掘削

長田遊水地
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三田地区においては平成25年
台風18号での被害を受け、浸
水対策を「国・県・市で」協
力して実施中。



【実施内容】
＜名張川、宇陀川＞
・河道掘削（約2.6㎞）
・引堤（約2.6㎞）、橋梁延伸・架替（2橋）他

【洪水氾濫対策】木津川上流における河川対策（直轄管理河川）

【取組内容】：名張川改修事業
【場所】：三重県名張市黒田地区、南町・

朝日町地区

【現状の課題】

•現状は河道流下能力が低く、洪水時はダムからの放流を制限し、市街地を守っている状況。

•流下能力向上のため、引堤及び河道掘削を実施する。

木津川上流
河川事務所

【効果】
・整備計画対象である昭和28年台風13号洪水を安全に流下させる。
・上流ダム群が本来有している洪水調節機能を発揮させる。

H29T21 H29T21

《名張川改修事業》

橋梁延伸

引堤
河道掘削

引堤
河道掘削

橋梁架替

黒田地区横断図
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【実施内容】
＜木津川＞
・築堤（約0.2㎞）

【洪水氾濫対策】木津川上流における河川対策（直轄管理河川）

【取組内容】：島ヶ原改修事業
【場所】：三重県伊賀市島ヶ原地区

【現状の課題】
・一部堤防が完成していない箇所において、河道流下能力が不足している状況。
・流下能力向上のため、道路整備と一体的に築堤を実施する。

木津川上流
河川事務所

【効果】
・整備計画対象である昭和28年台風13号洪水を安全に流下させる。

《島ヶ原改修事業》

横断図

平面図
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阿波地区市民ｾﾝﾀｰ

大山田東体育館

被害想定範囲

一般国道163号（第3次緊急輸送路）
一般国道163号（第3次緊急輸送路）

砂防堰堤

阿波地区市民ｾﾝﾀｰ

渓流保全工

大山田東体育館

【実施内容】
＜奥谷通常砂防事業＞
・砂防堰堤工（1基）
・渓流保全工（40m）

【土砂災害対策】木津川上流における砂防対策（県施工）

【取組内容】：砂防事業
【場所】：三重県伊賀市猿野

【現状の課題】
多数の崩壊跡が確認されており、降雨時の浸食に伴う崩壊が懸念され、今後の降雨により土石

流が発生し、下流に甚大な被害を及ぼす恐れがある。

【効果】
人家53戸、国道163号（第3次緊急輸送路）、大山田東体育館（避難所）、市民センター等の土砂災害被害が

解消

《現状》 《対策イメージ》

三重県
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既設砂防堰堤・床固

道の駅いが

被害想定範囲

計画砂防堰堤

道の駅いが

【実施内容】
＜平川通常砂防事業＞
・砂防堰堤工（1基）

【土砂災害対策】木津川上流における砂防対策（県施工）

【取組内容】：砂防事業
【場所】：三重県伊賀市柘植町

【現状の課題】
山腹の荒廃、渓岸侵食が進み、倒木が一部に見られ、今後の集中豪雨により土石流の発生する

恐れがある。

【効果】
人家20戸、国道25号（第1次緊急輸送路）、道の駅等の土砂災害被害が解消

《現状》 《対策イメージ》

国道25号名阪国道
（第1次緊急輸送路）

国道25号名阪国道
（第1次緊急輸送路）

三重県
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【実施内容】
＜青蓮寺川小田谷通常砂防事業＞
・砂防堰堤工（1基）

【土砂災害対策】木津川上流における砂防対策（県施工）

【取組内容】：砂防事業
【場所】：奈良県曽爾村掛

【現状の課題】
土石流危険渓流の保全対象区域内に避難所や人家等があることから、甚大な被害を及ぼす恐れ

がある。

【効果】
避難所、人家4戸、県道名張曽爾線（第2次緊急輸送路）等の土砂災害被害が解消

《現状》 《対策イメージ》

奈良県
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【効果】
土砂災害被害が解消

【実施内容】
・砂防堰堤 等

【土砂災害対策】木津川上流における砂防対策（直轄管理砂防）

【取組内容】：砂防事業
【場所】：三重県名張市・奈良県宇陀市

【現状の課題】
土石流危険渓流の保全対象区域内に人家や要配慮者利用施設があることから、甚大な被害を及

ぼす恐れがある。

紀伊山系
砂防事務所

《現状》 《対策イメージ》
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【流水の貯留機能の拡大】木津川上流における河川対策
水資源機構
木津川ダム
総合管理所

ダム貯水池堆砂除去の実施（高山ダム、青蓮寺ダム、室生ダム、布目ダム、比奈知ダム）

【概要】
淀川水系木津川流域にて5ダム（治水及び利水等を含む他目的ダム）を管理している。

・比奈知ダム（洪水調節・河川環境保全等・水道用水・発電） ：H11管理開始
・青蓮寺ダム（洪水調節・河川環境保全等・水道用水・農業用水・発電）：S45管理開始
・室生ダム （洪水調節・河川環境保全等・水道用水） ：S49管理開始
・高山ダム （洪水調節・河川環境保全等・水道用水・発電） ：S44管理開始
・布目ダム （洪水調節・河川環境保全等・水道用水） ：H 4管理開始

ダムの長寿命化のための堆砂除去の実施
→洪水調節容量の確実な確保

高山ダム（管理開始５０年）の状況

洪水調節容量 35,400千m3

洪水調節容量内堆砂量 1,100千m3

洪水調節容量の余裕容量 5,400千m3

洪水調節容量に対する堆砂の割合 3.1％

洪水調節容量の余裕量に対する堆砂の割合 20.4％

洪水調節容量の余裕に対する堆砂率が
１５％以上に至る残余年数

評価：A
残余年数：－13.2年

相当雨量（洪水調節容量/流域面積） 58mm

堆砂進行度（100年換算実績堆砂量/計画堆砂量） 145.0％-1,000
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【堆砂状況と対策】
・各ダムの経過年数、堆砂状況及び「ダム貯水池土砂管理の手引き」の評価は

下記のとおり（R2.4時点）。
比奈知ダム21年 50% A、青蓮寺ダム 49年 63% A、室生ダム 46年 38% C
高山ダム 50年 74% A、布目ダム 28年 35% B

※「A」（対策検討開始）、「B」（対策検討開始に向けた調査実施、「C」（堆砂状況の把握）
・川上ダム長寿命化容量を活用した掘削（川上ダム運用開始後）
・堆砂除去のための進入路整備等を現在実施中
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【流水の貯留機能の拡大】木津川上流における河川対策
水資源機構
木津川ダム
総合管理所

事前放流（高山ダム、青蓮寺ダム、室生ダム、布目ダム、比奈知ダム）

【概要】 淀川水系木津川流域にて5ダム（治水及び利水等を含む他目的ダム）を管理。
・比奈知ダム（洪水調節・河川環境保全等・水道用水・発電） ：H11管理開始
・青蓮寺ダム（洪水調節・河川環境保全等・水道用水・農業用水・発電）：S45管理開始
・室生ダム （洪水調節・河川環境保全等・水道用水） ：S49管理開始
・高山ダム （洪水調節・河川環境保全等・水道用水・発電） ：S44管理開始
・布目ダム （洪水調節・河川環境保全等・水道用水） ：H 4管理開始

【事前放流の実施状況】
●管理する５ダムにおいて、関係者と合意した事前放流ルールにより、事前放流の

運用を開始している（R2年洪水期から）。
●R2年10月の台風14号接近に伴う出水で、木津川ダム群では事前放流を行い、洪水

調節量を一時的に増やした（約6％増）。
●事前放流をより効果的に行うため、予測技術向上に向けた技術開発（アンサンブル

予測技術）及び施設改良の検討

事前放流の実績（R2年10月台風14号）

事前放流の概要

比奈知ダム

9,000
千㎥洪水貯留準備水位

EL.292.00

洪水時最高水位
EL.305.00

事前放流後の水位
EL.291.39

352
千㎥

洪水調節容量

追加容量

青蓮寺ダム

3,400
千㎥洪水貯留準備水位

EL.273.00

洪水時最高水位
EL.282.00

事前放流後の水位
EL.272.00

763
千㎥

洪水調節容量

追加容量

室生ダム

洪水貯留準備水位
EL.287.50

7,750
千㎥

洪水時最高水位
EL.296.50

※事前放流実施なし。
（条件を満たさず）

洪水調節容量

高山ダム

35,400
千㎥洪水貯留準備水位

EL.117.00

洪水時最高水位
EL.135.00

事前放流後の水位
EL.115.38

2,207
千㎥

洪水調節容量

追加容量

布目ダム

6,400
千㎥洪水貯留準備水位

EL.279.20

洪水時最高水位
EL.287.30

事前放流後の水位
EL.278.32

613
千㎥

洪水調節容量

追加容量

木津川布目川

名張川

5ダム合計洪水調節量
66,950千㎥

事前放流等による追加
容量

3,935千㎥
（約6％増量）

【事前放流とは】

計画規模を上回る洪水が想定された場合に、ダムの容量の一

部を洪水の発生前に放流し、洪水調節容量を一時的に増やす

操作
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平成29年度から本体工事に着手し堤体コンクリート打設の約9割が完了（12月時点）。令和4年度完成予定。
川上ダムの洪水調節により、淀川本川までの流量を低減。

■進捗状況■事業目的

【治水】当該ダムの建設される地点における計画高水流量850m3/sの
うち780m3/sの洪水調節を行う。

【利水】伊賀市の水道用水として
最大 0.358m3/sの取水を供給。

【流水の正常な機能の維持】
前深瀬川及び木津川の既
得用水の補給等流水の正
常な機能の維持と増進。
高山ダム、青蓮寺ダム、
布目ダム及び比奈知ダム
の堆砂除去のための代替
補給。

■工事概要
■工事進捗状況写真（令和2年11月末）

【川上ダム堤体諸元】
○型 式 ： 重力式コンクリートダム
○堤 高 ： ８４ｍ（堤頂標高：ＥＬ.２８２．０ｍ）
○堤頂長 ： ３３４ｍ
○湛水面積：１．０４ｋｍ2
○総貯水容量：３１，０００千ｍ3

ダム下流側 右岸側

【流水の貯留機能の拡大】川上ダム事業 進捗状況
水資源機構
木津川ダム
総合管理所
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【実施内容】
＜御杖村＞
・御杖村地域おこし協力隊（1年単位で任用期間更

新・最長3年間、報酬・福利厚生有）

【流域の雨水貯留機能の向上】御杖村の地域おこし協力隊（森林保全）

【取組内容】：森林保全
【場所】：奈良県宇陀郡御杖村

【現状の課題】
近年の高齢化や人口流出に伴う後継者・担い手の不足が深刻な問題となっており、基幹産業の担
い手を新規に募集（御杖村地域おこし協力隊）。

御杖村

【効果】
・令和2年5月現在、7名の地域おこし協力隊が地域活性化のため熱い思いを持って活動中。

【令和元年5月～ 新潟県長岡市より移住
活動内容：林業

御杖村森林組合で活動中。SNSで林業の可能性を発信していく
ことを目指している。
林業以外でも山暮らしの面白さをアピールし、色々な視点から
村おこしについての提案される予定。

平成30年12月～ 大阪府大阪市より移住
活動内容：自伐型林業

「山の仕事」に就けることを目指し、自伐型林業の技能を習得
している。
作業道を整備し、御杖産材の搬出、さらには山の魅力を活かし
て御杖村を発信、より良い村の発展に向けた取り組みを実施中。
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【流域の雨水貯留機能の向上】木津川上流における砂防対策（治山事業） 三重県

■具体的な対応策 ～「発生区域」「流下区域」「堆積区域」に区分し対策を強化～

保安林の適正な配備

間伐等による根系等の発達促進

土留工等による表面侵食の防止 等

流木化する可能性の高い立木の伐
採による下流域の被害拡大の抑制

流木捕捉式治山ダムの設置等による
効果的な流木の捕捉 等

森林を緩衝林として機能させることに
よる堆砂の促進や流木の捕捉

治山ダムの設置等による渓床の安定
や流木の流出拡大防止 等

流木化する可能性の高い立木

流木捕捉式治山ダム

緩衝林として機能した森林

・林野庁においては、山地災害や洪水被害が激甚化してい
る中、これまでも、国土交通省と連携した流木対策や、氾
濫河川上流域を対象とした森林整備・治山対策に取り組ん
でいるところ。
・更に、今後気候変動がより一層激化する見込みであるこ
とを踏まえ、森林の有する土砂流出防止や水源涵養機能等
の適切な発揮に向け、今後の治山対策等の方向性を林政審
議会等で議論しているところであり、「流域治水」の取組
とも連携し、治山対策等を推進していく考え。

関係省庁実務者会議・提出資料を参考に作成

■森林整備・保全の実施状況等について

◇九州北部豪雨(H29.7）や平成30年７月豪雨を踏まえ、国土
交通省と連携した流木対策の実施や、尾根部崩壊・脆弱な
地質地帯での土石流の発生などに対応した治山対策の強化

【福岡県朝倉市】 【広島県東広島市】 【静岡県浜松市】

これまでの取組状況これまでの取組状況

今後の更なる取組方向今後の更なる取組方向

◇今後の気候変動の激化を見据え、森林の有する土砂流出防止
機能や洪水緩和機能の適切な発揮のための施策のあり方を検討
し、計画的に推進

◇令和元年東日本台風により広域で洪水被害が発生したこと
を踏まえ、氾濫河川上流域における森林整備・治山対策の
実施（令和元年補正予算）
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森林整備により下層植生を繁茂させ、降雨に伴う土壌流出を抑制。

間伐を実施し、樹木の成長や下層植生の繁茂を促すことが必要。

14.7

12.6

2.8
1.4

0

4

8

12

16

A区 B区

間伐未実施

間伐実施後

※恩田裕一編（2008）人工林荒廃と水・土砂流出の実態
※土砂量：2006年6月～11月の6ヶ月間、総雨量：1,048㎜

(m3/ha)
流出する土砂量が減少

森林整備の効果森林整備の効果

間伐の実施で土壌の孔隙量が増え保水容量が増加。

○ 森林施業の実施による浸透能の向上効果

○ 森林施業による土砂流出抑制効果等

※玉井幸治「森林の持つ『洪水災害の軽減機能』について」
山林第1635号（2020）

降
水
量

河
川
流
出
量

森林土壌の発達によりピーク流出量は減少

膨潤な森林土壌

間伐後の森林

荒廃森林

※玉井幸治「森林の持つ『洪水災害の軽減機能』について」山林第1635号（2020）
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参考：森林の洪水被害の軽減に果たす歴史的変遷

１件の風水害による崩壊発生件数の推移
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• 森林造成（保安林指定含む）が進んだ後、山地斜面の崩壊発生件数と

洪水氾濫面積が減少。

• 治山治水対策の進展と併せ、森林の土壌が崩壊によって消失せずに
発達したことにより、洪水被害の軽減に貢献してきたことが示唆。

森林面積（保安林面積）の推移

面
積
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）
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1950～60年代に水源涵

養保安林を中心に保安

林面積が増加（1960～

80年の20年間に保安林

面積が３倍に増加）。

１件の風水害による

山地斜面の崩壊発

生件数と洪水氾濫

面積は、減少傾向。

□大孔隙量

■中孔隙量

■小孔隙量

■微孔隙量

間伐により保水容量の増加

無間伐林
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間伐林

新重山 ヒノキ林

※服部ら「間伐林と無間伐林の保水容量の比較」（2001）

林政審議会（R2.10.12）・提出資料を参考に作成

【流域の雨水貯留機能の向上】
木津川上流における流域対策（森林の整備・保全）

三重県

●森林整備・保全施策を通じ、森林の有する水源涵養機能（洪水緩和機能）の適切な発揮
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【流域の雨水貯留機能の向上】
流域における対策事例（災害からの安全な京都づくり条例）

京都府

災

害

対

策

基

本

法
府その他防災関係機関が行う具体

的施策を規定

京都府地域防災計画

府

市町村

指定公共機関

防災関係機関

予防

災害応急

災害復旧

方 向 性

災
害
か
ら
の
安
全
な
京
都
づ
く
り
条
例

目的 ○府民の生命、身体及び財産を災害から保護 ○府民が安全に暮らすことが できる京都府を実現

基本

理念

○備蓄の推進、物資の

輸送 ▲

○避難行動要支援者へ

の支援等 ▲

○帰宅困難者等に対す

る措置等 ▲

○事業継続計画等

・京都ＢＣＰの推進 ▲

○財政上の措置

○立入検査

○市町村条例との関係

○規則への委任

・ハード・ソフト両面から徹底し

た基盤整備を実施

・府及び府民等が協働して防

災対策を推進

➇自主防災組織等の活動促進

○自主防災組織等は、消防団等
と連携して、危険箇所の把握、
有用情報の調査、防災マップ
の作成、防災訓練の実施、地
区防災計 画の素案の作成 ▲

○府は、市町村と連携して、自
主防災組織等の取組を支援

⑩教育・訓練等

これまでの制度や施策を超えた対策が必要

法的根拠

【国、府、市町村等で構成】

○府が、市町村の申出により、

設置可能
○災害種別に応じた事業計画を作成

補完・具体化

５ 災害発生時の体制づくり

６ 雑 則

●３年連続の豪雨災害

●南海トラフ地震等の備えが必要

○災害に備える事前対策を

規定

○各防災対策ごとに、府の施

策及び府民等の取組を明

確化して規定

２ 災害危険情報の共有

１ 総 則

○災害危険情報の共有 ○防災上の機能を強化

するまちづくりの推進

○地域防災力の向上 ○災害が発生した場合

の体制の構築

○被災者の基本的人権

を尊重

○要配慮者、男女共同

参画の視点に配慮

④総合的治水対策

○河川下水道対策 ▲

○雨水貯留浸透対策
・一定規模以上の開発行為に

は調整池設置 ■
・雨水貯留浸透施設の設置 ▲
・森林の適正管理 ▲
・土地の遊水機能の維持等 ▲

○浸水被害軽減対策
・公共建築物の耐水機能の確保 ▲

・排水機場等の適切な操作 ▲
・ため池の決壊の防止等 ▲

⑤地震・津波等の防災対策

○建築物の安全性の確保 ▲

○公共施設の安全性の確保
○屋内家具等の安全性の確保 ▲

○工作物等の安全性の確保 ▲

○指定等文化財建造物の安全

性の確保等 ▲

⑥特定地域防災協議会

○府は、災害危険情報の整

備・公表

①府による災害危険情報の
整備、公表

③宅地建物取引業者に係る
特定災害危険情報の提供、把握

○府は、宅建業者に特定の災

害危険情報を提供

○宅建業者は災害危険情報を

把握 ■

②府民等による
災害危険情報の把握等

○府民、自主防災組織、事業者

はあらかじめ災害危険情報を

把握 ▲

○府民、自主防災組織は防災

マップの活用や避難場所等を

確認し、安全確保の検討 ▲

○事業者は、従業員等の安全

確保計画を作成 ▲

○地域住民、従業員等に周知 ▲

大規模な災害が想定される地域について

⑨自主防災組織等への参加促進

⑪人材の育成

○府は、防災リーダー・ボラン
ティアコーディネーターを育成

○府民は、防災を学習、教育・
訓練に参加 ▲ ○府は支援等

○府民等は、自主防災組織を
結成・参加、消防団に参加 ▲

○府は協力、支援

ハード・ソフト両面から府民

の総力を挙げた取組

【凡例】

■：義務

▲：努力義務

３ 災害に強いまちづくり ４ 災害に強い人づくり

○府は、事業計画を踏まえ、施設

所有者の同意を得て特定防災

対策を実施する施設を指定

○府は、指定施設について認証
○施設所有者は必要な措置を実施 ■

⑦指定施設の指定等

７ 罰 則

災害からの安全な京都づくり条例の体系図
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【流域の雨水貯留機能の向上】
木津川流域における対策（森林整備事業による間伐等の森林整備）

京都府

近年、豪雨災害により府内各地で山地災害が多発する中、森林の防災・減災機能の発揮に対する期待がより一層
高まっています。

森林整備事業は、整備の遅れた森林等において、間伐を始めとする森林整備を行うことにより、国土の保全、水源
の涵養、自然環境の保全等の森林の有する多面的機能の維持・増進に資する事業です。

※国事業名：森林環境保全整備事業（農林水産省林野庁所管）

【取組内容】間伐等の森林整備
【場所】京都府笠置町、南山城村

間伐等の整備が遅れた森林では、

下層植生が著しく乏しく、豪雨時に
は雨水による浸食により、土砂等が
流出しやすくなります。

整備が適正に実施された森林では、
下層植生が繁茂し、土砂等の流出も
少なくなります。

【整備前】 【整備後】

整備前後の森林の状況 （イメージ）
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【実施内容】
・治山ダム ３基

【流域の雨水貯留機能の向上】木津川上流における荒廃渓流の整備

【取組内容】：荒廃渓流の復旧整備
【場所】：奈良県山辺郡山添村片平地区

【現状の課題】
平成29年台風21号により被災し荒廃した渓流内に不安定土砂があり、土砂が流出する恐れがある

荒廃渓流の復旧整備

奈良県

写真を貼り付けてください 写真を貼り付けてください

【効果】
治山ダム工の設置により渓流内の不安定土砂の移動、浸食防止による土砂の流出、流木を抑制

する。

《現状》 《対策イメージ》
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【実施内容】
＜大和・木津川上流域＞
・森林整備

【流域の雨水貯留機能の向上】木津川上流における森林整備

【取組内容】：森林整備
【場所】：大和・木津川地域森林環境保全

整備事業計画地区

【現状の課題】
大和・木津川地域森林環境保全整備事業計画地区内において、適切な森林整備が行われず、森

林の有する公益的機能が充分に発揮されているとは言い難い人工林が増加している。

森林の公益的機能の発揮

奈良県

写真を貼り付けてください 写真を貼り付けてください

【効果】
大和・木津川地域森林環境保全整備事業計画地区の森林における公益的機能の発揮

《現状》 《対策イメージ》
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■水源林造成事業による森林の整備・保全

針交混交林 育成複層林

水源林の整備

間伐実施前 間伐実施後

森林整備実施イメージ

・水源林造成事業は、奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助努力等によっては適正な整備が見込め
ない箇所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図る事
業です。
・水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や下層植生の繁茂を
促し、森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。
・淀川流域における水源林造成事業地は、約190箇所（森林面積約4，100ha）であり、流域治水に資する除間
伐等の森林整備を計画的に実施していきます。（令和３年度においては、約290haの森林整備を予定。）

淀川流域

水源林造成事業地

淀川流域における水源林造成事業地

【流域の雨水貯留機能の向上】流域における対策 国立研究開発法人森林研究・
整備機構 森林整備センター
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【実施内容】
日 時 １２月１３日（日）１３：３０～１５：３０
場 所 名張産業振興センターアスピア
参加者 ３６名（名張地区住民）

【あらゆる機会を活用した水害リスク情報の提供】
木津川上流における河川対策（直轄管理河川）

【取組内容】：第1回名張地区みんなで逃げよう

（MiNi）ワークショップ

【場 所】：三重県名張市

【開催概要】
〇名張市内の黒田地区で引堤事業のハード整備を進めている一方、避難等のソフト対策も重要で
あり、水害や土砂災害に備えて、いつ・どのように避難するかを話し合う場として 名張地区の
住民の皆さまを対象に「みんなで逃げよう（MiNi）ワークショップ」を開催しました。
〇第1回は地域の災害リスクを知ること、個人の避難行動を考えることをテーマに参加者の皆さ
まにマイ防災マップとマイ・タイムラインを作成していただきました。

木津川上流
河川事務所

【開催状況】

ワークショップの目的
◆自分の安全を自分で確保する方法を学び自助を高める。
◆地域で支えあう約束づくり。◆緊急時に率先避難する防災リーダーを増やす。
【第１回テーマ】地域の災害リスクを確認し、個人の避難行動を考える。（全２回） 大阪、名張、東京を

リモートで結んで開催

会場の様子は、カメラ映像を
東京、大阪と共有しながら実施

新型コロナ対策として、ワークショップをリモート形式で開催 マイ・タイムラインの作成



【実施内容】
日 時 １１月２１日（土）
場 所 名張市立名張小学校
参加者 約３８０名

【あらゆる機会を活用した水害リスク情報の提供】
木津川上流における河川対策（直轄管理河川）

【取組内容】：防災教育（出前講座）

【場所】：三重県名張市

【開催概要】
〇名張小学校の避難訓練にあわせて、名張小学校児童を対象に、ZOOMでの配信を用いて「川の防

災について」の勉強会を開催しました。
〇「雨が降ったときにはどのような行動を取るのか」「国土交通省はどんな仕事をしているのか

」など、国の役割や防災情報の入手方法など基本的な知識を小学生に学んでいただきました。
〇配信は、名張小学校校長室から全クラスに生配信し、約380名の児童に情報を届けました。

木津川上流
河川事務所

＊教室の様子 みんなモニターを注視＊

＊熱心に聴き入る児童＊

＊校長室から易しく配信＊

【開催状況】

＊配信画面＊


